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出題の意図 

（評価のポイント） 

＜面接の意図・ねらい＞ 

後期日程の面接は、国際関係に対する問題意識と学習意欲を受験生自身

の言葉で語ってもらいながら、自分の考えを口頭で論理的に表現する能

力をはかるとともに、円滑なコミュニケーションを遂行する力を有して

いるかどうかを確認するものであった。志望動機、高校時代の経験、大学

での学習計画、最近関心をもった時事問題や読書経験などに関する問い

を投げかけ、受験生が過不足なく応答しているか、大学での学習に向けた

準備をどのように進めているかを中心に、受験生の力を判断した。 

 

＜評価のポイント＞ 

国際関係について関心を持ち、すでに一定の知識を有している受験生と、

そうでない者との間に差があった。大学での学習に向けて、語学等の準備

をしている者、海外への短期留学や外国人との交流活動等をおこなって

いることを明確に示せる者と、そうでない者との違いもあった。日頃から

幅広く書籍に接しているか、国内外のニュースに目配りしているかとい

う点でも、様々であった。また、意欲はあっても、表現力とコミュニケー

ション力が不足し、自らの発する言葉として十分に伝わっていない受験

生もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


